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論文内容の要旨
寄牛.蜂は他の生物と同様，環境の季節変化に対lがする必要に加え，寄主の生活史に白らの生活史を同調
させる必要がある。寄生蜂は生物農薬として大きな可能性を持ちι，害虫防除の面からもその牛
しくみを明らかにすることが望まれている。最近.カメムシ類の卵寄生蜂であるカメムシタマゴトピコパ
チ雌成虫が実験室の低温，短口条件下で卵巣の発育を抑制した成虫休眠に入ることが示された。本研究で
は.自然条件下での成虫休眠の誘導に注目しこの種の牛活史を調節するさまざまな環境要因を検討した。
まず野外での成虫休眠誘導の可能性を知るため，蜂が寄生したカメムシ卵を野外に置き，羽化した蜂に
カメムシ卵をうえ.産卵をみた。すると， 8--9J:lに置いた卵から羽化した雌成虫はすべてが産卵したが.
その割合は次第に減少し.11月上旬に羽化したl暗成虫では約制%， 12月に羽化した雌成虫ではすべてが産
卵せず，解剖すると成虫休眠に入っていた。しかし，カメムシ卵は1OJ-:l上旬までしか存在せず. 10月下旬
まで発達した卵巣を維持するのは一見適応的でなL、。この蜂の雄成虫はすべて越冬できずに死亡したが，
雌成虫は休眠に入るはるか以前の 9月に羽化したものでさえも越冬した。したがって雌成虫は卵巣発達後，
休眠に入るはるか以前の9月に羽化したものでさえも越冬した。したがって雌成虫は卵巣発達後，休眠iこ
入り越冬するロJ能性がある。そこで，自然条件ドで羽化した蜂にカメムシ卵を与え，産卵および越冬につ
いて調べた。すると，産卵をおこなった雌成虫もその後産卵を止め，休眠に入り越冬した。越冬した雌成
虫は5月上旬iこ，雄，雌両方の卵を牛.んだ。一方，この蜂では成虫期の摂食が産卵，越冬lこ不可欠であっ
た。野外に存在するアブラムシのu.露や数種の花の蜜，花外蜜腺の分泌物などを与えると，卵業の発達お
よび産卵が確認できたが，越冬はできなかった。これより，この蜂は交尾済みの雌成虫が産卵符.験にかか
わりなく成虫休日民に入り越冬することが明らかになった。そして休眠誘導時期が11月上旬と遅いのは，で
きるだけ産卵可能期間を延長するための適応と考えられた。越冬のための餌は今後の課題である。
論文審査の結果の要旨
寄生蜂は，植物食の昆虫の増舶に人ーきな影響を与えるという意味で，生態系において重要な位置にある。
寄生蜂の生活史研究は，環境の季節変化に対応するしくみに加えて寄主の生活史への同調機構という点か
ら，さらには害虫防除の基盤としても関心がもたれているが，体サイズが小さいなどの理由でひどく遅れ
ている。
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本論文の著者は，カメムシ類の卵寄生蜂であるカメムシタマゴトピコパチのヰー活史適応機楠を実験的に
解析した。これまでに，多くの寄生蜂の雌成虫が越冬していることが知られていたが，その雌成虫が生理
学的にどのような状態にあるかはわかっていなかった。本論文では，実験的に寄生させたカメムシ卵を自
然条件下におくことによって，実際に雌成虫が卵巣の発達を抑制した成虫休眠という状態で越冬すること
が，寄生蜂で初めて示容れた。一方，雄成虫は交尾後越冬することなくすべて死亡し，越冬した雌成虫が
翌年の春に受精卵を産むことが明らかになった。まに ・旦産卵を行った雌成虫も休眠・越冬を行う能力
をもつことも示された。そして，休眠誘導時期が11月上旬ム寄主であるカメムシに比べて著しく遅いの
は，一度産卵を行った雌成虫も越冬可能であることと，遅い時期に産卵されでも越冬が可能であるために，
できるだけ産卵可能期間を延長するための適応であると結論している。さらに， この蜂では成虫期の摂食
が産卵，越冬の両方に不可欠であった。野外iこ存在するアブラムシの廿露や花の蜜， 1'E外宙服の分泌物を
摂食することが産卵を可能にしたが，それらを棋食しでも越冬はできなかったの越冬のための餌.環境要
閣による休眠終了の制御などの課題は残っているものの，これによってこれまで不明であった成虫で越冬
する寄生蜂の生活史適応機構の概略が明らかになった。
以上のように，本論文は見虫季節適応の生埋機構の解明に着しく寄与するものである。よって本論文は，
博士(理学)の学付を授与するに値するものと審査した。
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